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10
月
16
日
、
第
４
回
「
南
区
企

業
の
“
知
”
活
用
促
進
事
業
」
と

し
て
、
株
式
会
社
お
た
べ
（
南
区

西
九
条
）
の
協
力
で
、「
食
の
安

心
・
安
全
と
品
質
管
理
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
見
学
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
公
募
の
参
加
者
30
名

が
、
白
衣
・
帽
子
・
マ
ス
ク
を
身

に
着
け
て
、
生
八
つ
橋「
お
た
べ
」

の
製
造
ラ
イ
ン
を
見
学
。
厳
選
さ

れ
た
水
、
米
な
ど
原
材
料
へ
の
こ

だ
わ
り
や
、
徹
底
さ
れ
た
品
質
・

衛
生
管
理
に
つ
い
て
の
講
義
も
あ

り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
る

と
と
も
に
、
積
極
的
に
質
問
を
投

げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
お
た
べ
の

９
月
28
日
、
南
区
健
康
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
「
み
な
み
〜
ず
」

が
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
運
動
を
行

う
３
つ
目
の
拠
点
と
し
て
、
久
世

橋
公
園
で
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。当

日
は
夏
の
暑
さ
が
残
る
晴

天
の
下
、
25
名
が
参
加
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
音
楽
に
合
わ
せ
た
体

操
で
ほ
ど
よ
く
汗
を
か
く
と
と
も

に
、
運
動
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

「
み
な
み
〜
ず
」
は
今
後
も
、

区
民
の
皆
さ
ん
と
健
康
づ
く
り
を

広
場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

推
進
す
る
た
め
、
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
み
な
み
〜
ず
の
定
期
活
動
】

○
第
１
金
曜　

午
前
10
時
30
分
〜

　

竹
尻
公
園
（
吉
祥
院
菅
原
町
）

○
第
２
火
曜　

午
前
10
時
〜　

　

琵
琶
塚
公
園
（
唐
橋
南
琵
琶
町
）

○
第
４
金
曜　

午
前
10
時
〜

　

久
世
橋
公
園

　
　
　

（
吉
祥
院
石
原
上
川
原
町
）

※
い
ず
れ
も
雨
天
中
止

 　

広
く
森
厳
な
雰
囲
気
の
あ
る
境

内
。
こ
こ
は
稲
荷
神
社
の
総
本

宮
、
伏
見
稲
荷
大
社
の
御
旅
所

で
、
か
つ
て
「
油
小
路
七
条
」
と

「
八
条
坊
門
猪
熊
」
に
あ
っ
た
御

旅
所
を
豊
臣
秀
吉
が
合
わ
せ
て
こ

の
地
に
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
御
旅
所
は
伏
見
稲
荷
大
社

１　

上
命
婦
社

２　

下
命
婦
社

３　

両
大
神
宮

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
（
１
千
円

券
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住
所

･

年
齢
・
紙
面
へ
の
感
想
を
記
入

の
上
、
は
が
き
又
は
FAX
で
地
域
力

推
進
室
へ
（
11
月
30
日
（
金
）
必

着
。
〒
601
・
８
５
１
１
（
住
所
記

載
不
要
）、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
、
後
日
記
念
品
を
送

付（
解
答
は
次
号
掲
載
）。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

◆
市
バ
ス
（
42
号
、
205
号
系
統
）

「
東
寺
道
」下
車
す
ぐ

の
祭
礼
で
あ
る
稲
荷
祭
の
と
き

に
、
大
社
か
ら
出
た
五
基
の
神み

こ

し輿

が
御ご

ち

ゅ

う

よ

駐
輿
す
る
重
要
な
場
所
で

す
。

　

稲
荷
祭
は
大
社
か
ら
御
旅
所
に

神
輿
が
巡
幸
す
る
神
幸
祭（
４
月
）

と
、
御
旅
所
か
ら
大
社
に
神
輿
が

お
還
り
に
な
る
還
幸
祭
（
５
月
）

か
ら
な
り
ま
す
。
御
旅
所
に
神
輿

が
御
駐
輿
す
る
期
間
に
は
南
区
内

で
も
氏
子
祭
（
区
内
巡
幸
）
が
行

わ
れ
、
御
旅
所
は
大
変
な
賑
わ
い

を
み
せ
ま
す
。

　

現
在
、
境
内
に
は
、
北
側
に
五

基
の
神
輿
を
御
駐
輿
す
る
「
奉
安

殿
」、
東
側
に
「
御
旅
殿
」
が
建
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
御
旅
殿
」
に
は
正
面

上
に
３
つ
の
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
左
側
に
あ
る
札
に
書
か

れ
た
文
字
は
次
の
１
〜
３
の
ど
れ

で
し
ょ
う
か
。

伏ふ
し
み
い
な
り
た
い
し
ゃ
お
た
び
し
ょ

見
稲
荷
大
社
御
旅
所
（
西
九
条
池
ノ
内
町
）

「
知
る
」「
見
る
」
み
な
み

その㉑

前
回
（
10
／
15
号
）
の
答
え
＝

礼
拝
が
で
き
る
お
堂
の
数
は

「
②　

７
棟
」。

新
し
い
保
険
証
は
届
き
ま
し
た
か
？

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証（
１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
）

を
簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

配
達
時
に
ご
不
在
で
、
郵
便
局
の
保
管
期
間
を
経

過
し
た
場
合
は
、
保
険
年
金
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課（
☎
681
・
３
３
２
８
）

「
み
な
み
〜
ず
」
が

健
康
体
操
の
活
動
を

久
世
橋
公
園
で
展
開

第
４
回「
南
区
企
業

の〝
知
〞
活
用
促
進

事
業
」
を
開
催

製
造
工
程
を
特
別
に
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」、「
食

品
に
対
し
て
大
変
注
意
を
払
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
と
い
う
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
見
学
会
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

南
区
で
は
今
後
も
、
区
内
の
企

業
と
区
民
と
の
交
流
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
な
べ
を
含
め
た
こ
ん

ろ
に
よ
る
火
災
は
、
10
月
22
日
現

在
、
市
内
で
36
件
発
生
し
て
お
り
、

前
年
に
比
べ
て
19
件
の
大
幅
な
増

加
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

家
庭
で
火
災
を
出
さ
な
い
た
め

に
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
火
を
使
う
と
き
に
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

○
こ
ん
ろ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
。

ぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

こ
ん
ろ
火
災
・

て
ん
ぷ
ら
な
べ
火
災

に
ご
注
意
！

○
過
熱
・
消
し
忘
れ
防
止
機
能
付

の
こ
ん
ろ
を
使
用
す
る
。

○
グ
リ
ル
は
こ
ま
め
に
掃
除
し
、

受
け
皿
に
水
が
必
要
な
も
の

に
は
き
ち
ん
と
入
れ
る
。

問
＝
南
消
防
署（

☎
681
・
０
７
１
１
）

日曜日に受診できます！
胃・大腸・肺がん検診

問・申＝京都いつでもコール
（☎661-3755）

日時　①12月16日（日）、②２月10日（日）
いずれも午前９時～正午

場所　南保健センター（ヘルスピア21）
内容　胃・大腸・肺がん検診

（１種類のみでも受診可）

対象　市内在住の40歳以上
定員　先着30名
費用　胃：1,000円、大腸：300円

肺：無料（喀痰細胞診を行う場合は

1,000円）

※いずれも免除制度有

申込　①は11月29日（木）まで、②は１月
24日（木）までに電話で

がんの早期発見、早期治療は大切な命

を守ることにつながります。平日仕事な

どで検診を受けることができない方は、

ぜひこの機会をご利用ください。

７
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
「
親

と
子
の
写
生
会
と
東
寺
拝
観
」
の

入
賞
作
品
が
、
南
区
文
化
協
議
会

を
中
心
と
す
る
選
考
委
員
会
で
こ

の
ほ
ど
決
定
し
ま
し
た
。

計
111
点
に
及
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
８
点
、

入
選
４
点
、
佳
作
８
点
の
20
作
品

を
選
出
。
ど
の
作
品
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
の
東

寺
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

東寺賞南区長賞南区文化協議会長賞

みやこ子ども土曜塾賞京都新聞社賞南区小学校PTA
連絡協議会長賞小学校長会南支部長賞

し
っ
か
り
描
け
た
よ
！

「
親
と
子
の
写
生
会
と
東
寺
拝
観
」

〜
入
賞
作
品
を
一
挙
に
ご
紹
介
〜（凌風小４年）

松本　愛
（上鳥羽小５年）
松本　瑞樹

（九条塔南小３年）
足立　灯里

（吉祥院小１年）
佐波　芽依

（唐橋小５年）
青松　淳眞

 （久世西小６年）
辻　光

（唐橋小１年）
栗山　すず

南区民ふれあい事業
実行委員会長賞

（久世西小２年）
松尾　ひなの

こ
れ
は
、
明
治
31
年
に
府
知
事

直
轄
の
市
制
が
撤
廃
さ
れ
、
市
民

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
市
長
が
市
役

所
を
開
庁
し
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。式

典
で
は
未
来
に
向
け
た
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

市
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
個
人
及
び
団
体
を
表
彰
。
南

区
か
ら
は
28
名
・
19
団
体
の
皆
様

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
15
日
、
京
都
市
自
治
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
区
か
ら
28
名
・
19
団
体

分
か
ら
遊
び
の
時
間
も
あ
り
ま

す
）

場
所　

区
役
所
ホ
ー
ル
（
ヘ
ル
ス

ピ
ア
21
）

費
用　

無
料
（
申
込
不
要
）

対
象　

区
内
の
０
歳
児
と
保
護
者

問
＝
支
援
課
（
☎
681
・
３
２
１
４
）

肉
の
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所　

市
・
中
央
卸
売
市
場
第
二

市
場
（
南
区
吉
祥
院
石
原
東
之
口
）

内
容　

和
牛
肉
・
豚
肉
等
の
試

食
・
販
売
、
畜
産
加
工
品
・
農
産

特
産
品
の
販
売
な
ど

※
ご
来
場
に
は
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
市
バ
ス
（
42
号
、
84
号
系
統
な

ど
）
「
吉
祥
院
池
田
町
」
か
ら
南

へ
徒
歩
３
分

問
＝
同
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

（
☎
681
・
８
７
８
１
）

だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

11
月
28
日（
水
）、
12
月
１
日（
土
）

い
ず
れ
も
、
午
前
10
時
〜
正
午

久
世
ニ
ュ
ー
リ
バ
ー
公
園
（
久
世

大
築
町
）

午
後
２
時
〜
４
時　

元
山
王
小
学

校（
東
九
条
東
山
王
町
）

回
収
品
目

塗
料
・
溶
剤
、
薬
品
類
、
ラ
イ

タ
ー
、
古
紙
、
古
着
、
使
用
済
て

ん
ぷ
ら
油
、
小
型
家
電
、
乾
電
池

な
ど
23
品
目

※
詳
し
く
は
ま
ち
美
化
事
務
所
、

エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
配
布

中
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
南
部
ま
ち
美
化
事
務
所

（
☎
681
・
０
４
５
６
）

　
　

南
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
366
・
０
１
８
８
）

南
区
子
ど
も
問
題
連
絡
会
、
南

区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
み
ん
な
で
つ

な
が
ろ
う
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
催
し
は
子
育
て
中
の
親
子

の
仲
間
づ
く
り
や
、
児
童
館
・
保

育
所
な
ど
の
地
域
の
子
育
て
支
援

施
設
等
と
出
会
う
き
っ
か
け
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
実
施
。
当
日
は

親
子
で
ふ
れ
あ
う
つ
な
が
り
遊
び

や
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
な
ど
の
催

し
を
行
い
、
気
軽
に
交
流
で
き
る

地
域
の
情
報
も
提
供
し
ま
す
。

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
（
10
時
15

京
都
市
中
央
卸
売
市
場
第
二

市
場
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で

安
心
な
食
肉
を
安
定
供
給
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
44
年
に

全
国
で
９
番
目
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。第

二
市
場
で
は
生
産
地
か
ら

運
ば
れ
た
牛
・
豚
な
ど
を
併
設
の

と
畜
場
で
解
体
後
、
食
肉
を
せ
り

に
か
け
、
精
肉
店
等
（
売
買
参
加

者
）
に
卸
し
て
い
ま
す
。

せ
り
に
か
け
ら
れ
る
食
肉
は
、

市
の
獣
医
師
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｓ
Ｅ

（
牛
海
綿
状
脳
症
）
や
放
射
性
物

質
の
検
査
を
は
じ
め
、
安
全
に
食

べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
厳
重
に

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
合
格
し
た
も
の

だ
け
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

第
二
市
場
は
今
後
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
い
し
く
て
安
全
な
食

市
で
は
従
来
収
集
を
行
っ
て

い
な
か
っ
た
塗
料
・
溶
剤
な
ど
の

品
目
や
、
古
紙
、
古
着
な
ど
の
資

源
物
を
身
近
な
場
所
で
回
収
で
き

る
よ
う
、
移
動
式
資
源
回
収
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

10
月
12
日
、
南
区
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

「
第
１
回
南
区
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
」

が
龍
谷
大
学
ア
バ
ン
テ
ィ
響
都

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
200
名
を
超
え
る
参
加

の
下
、
京
都
府
立
洛
南
病
院
の
森

俊
夫
医
師
に
よ
る
認
知
症
の
症
状

や
支
援
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど
を

実
施
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
石
井

大
輔
代
表
か
ら
は
「
小
中
高
校
生

を
中
心
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
の

皆
さ
ん
に
認
知
症
に
つ
い
て
の
理

解
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
熱
い

思
い
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

子
育
て
仲
間
や
地
域
の
情
報
と
出
会
え
る
場

「
第
10
回 

親
子
み
ん
な
で
つ
な
が
ろ
う
！
」

を
開
催

第
二
市
場
を
ご
紹
介
し
ま
す

食
肉
専
門
の
京
都
市
中
央
卸
売
市
場

昨年の会場の様子

石井大輔代表からの挨拶の様子

食肉の検査の様子

久世橋公園での健康体操の様子

株式会社おたべでの見学会の様子

【
被
表
彰
者
の
皆
様（
敬
称
略
）】

◆
篤
志
者
表
彰　

１
団
体

京
都
環
境
事
業
協
同
組
合

◆
永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員
表
彰 

３
名

岸
田
光
男
、
中
村
昌
嗣
、
松
井

憲
昭

◆ 

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進
表
彰

〈
い
の
ち
分
野
〉13
名
２
団
体

青
木
靖
子
、
岡
本
孝
一
郎
、
小

野
美
鈴
、
嶌
頭
千
鶴
、
炭
谷
寿

朗
、
九
十
九
寿
美
子
、
富
家
憲

治
、
根
来
厚
子
、
福
島
武
、
真

野
憲
昭
、
森
岡
久
恵
、
安
田
浩

子
、
横
田
知
恵
子
、
唐
橋
子
ど

も
見
守
り
隊
、
南
大
内
小
学
校

運
営
協
議
会
南
大
内
み
ま
も
り
隊

〈
環
境
分
野
〉
３
名
１
団
体

黒
田
德
美
、
吉
川
栄
三
郎
、
吉
川

き
よ
子
、
有
限
会
社
京
滋
金
属

〈
ひ
と
分
野
〉
９
名
７
団
体

今
井
俊
博
、
大
西
康
治
、
岡
千

栄
子
、
尾
﨑
一
男
、
炭
谷
憲

三
、
高
田
千
晶
、
林
一
治
、
林

武
志
、
藤
岡
正
男
、
株
式
会
社

ア
バ
ン
テ
ィ
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
京
都
店
、
株
式
会
社
ス
ー

パ
ー
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｌ

久
世
橋
店
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル

吉
祥
院
、
株
式
会
社
ス
リ
ー
ラ

ス
ト
仔
犬
の
広
場
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
京
都
店
、
中
島
電
工
株
式
会

社
、
株
式
会
社
堀
場
製
作
所
、

ヤ
マ
ダ
電
機
京
都
吉
祥
院
店

◆
京
都
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
２
創
設

特
別
表
彰　

８
団
体

Ｍ
Ｋ
石
油
株
式
会
社
、
吉
祥
院

商
店
会
、
京
都
む
ら
さ
き
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
佐
川
急
便
株

式
会
社
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
京
都
連
盟
、
南
消
防
団
、
ヤ

サ
カ
観
光
バ
ス
株
式
会
社
、
株

式
会
社
ワ
コ
ー
ル

問
＝
地
域
力
推
進
室（
☎
681
・
３
４
１
７
）

中
央
卸
売
市
場

第
二
市
場

中
央
卸
売
市
場

第
二
市
場

文

府道中山稲荷線府道中山稲荷線

久世橋通久世橋通

西
小
路
通

西
小
路
通

葛
野
大
路

葛
野
大
路

御
前
通

御
前
通塔南高塔南高

久世橋通
御前
久世橋通
御前

石原石原

171

171

「
京み

や
こ

ミ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

ミ
ー
ト
フ
ェ
ア
」を
開
催
！

移
動
式
資
源
回
収

モ
デ
ル
事
業
を
実
施

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！

区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

ミ
ー
ト
フ
ェ
ア
の
主
催
者

か
ら
お
い
し
い
牛
肉
を
３
名

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
氏

名
・
住
所
・
年
齢
・
紙
面
へ

の
感
想
を
記
入
の
上
、
は
が

き
又
は
FAX
で
地
域
力
推
進
室

へ（
11
月
30
日（
金
）
必
着
。

〒
601
・
８
５
１
１（
住
所
記
載

不
要
）、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
後
日
賞
品
を

配
送
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

ミ
ー
ト
フ
ェ
ア
開
催
記
念
！

お
い
し
い
牛
肉

（
３
千
円
分
）を

３
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

身
近
な
場
所
で
資
源
ご
み
な
ど

を
回
収
し
ま
す
！

市
政
へ
の
功
労
者
を
表
彰

京
都
市
自
治
記
念
式
典
を
開
催

「
認
知
症
を
通
し
て
築
く
、安
心
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【
南
区
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

火
災
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

門川市長から表彰を受けられた松井憲昭さん

九条通九条通

東
寺
駅

東
寺
駅

大
宮
通

大
宮
通

油
小
路
通

油
小
路
通

東寺通東寺通

八条通八条通

京都駅京都駅

近
鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

伏
見
稲
荷
大
社
御
旅
所

伏
見
稲
荷
大
社
御
旅
所

1

1大宮八条大宮八条

大宮
東寺道
大宮
東寺道

九条大宮九条大宮
九条
油小路
九条
油小路

油小路通
東寺通
油小路通
東寺通

八条
油小路
八条
油小路


